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１．はじめに  

国土交通省は，建設CALS/ECの新たな一歩として

2006 年 3 月「国土交通省CALS/EC アクションプログ

ラム 20051) 」を策定し，情報化技術によるコスト縮

減，品質確保，業務の効率化を目指している． 

本研究では，情報化技術を駆使し現場作業の

BPR(Business Process Re-Engineering)を推進すること

で，現場の負担の減少を目指している．このBPRに

関する議論は，建設プロセスにおいて情報量が最多

となる施工段階について活発に行われている2) 3) ．そ

こで，3 次元CADデータと出来形計測データをWeb3D

技術により可視化し，工事情報共有システム4)と連携

する施工支援システムの提案を行う．また，本シス

テムは監督職員と現場代理人が行う施工管理と段

階・出来形確認業務の支援と効率化を目指した．さ

らに，実証実験から，Web3D化された 3 次元設計デ

ータと現場で取得される出来形計測データの利用と

システムの有効性について検証や考察を行った． 

２．情報技術の普及と施工段階の課題 

２－１．情報技術を用いた出来形検査の確立 

 情報技術を用いた出来形管理手法とは， 情報型の

出来形管理システム5)を構築し，3 次元設計データと

トータルステーション（以下TS）により 3 次元的に

出来形計測点を取得することで施工段階における出

来形検査から帳票作成までを行うものである．TSで

の測量と同時に任意の位置での 3 次元設計データと

の比較が可能である．これによって，コスト削減，

品質向上の効果があったため，国土交通省ではTSを

用いた出来形検査に関する要領案が作成されている． 

２－２．施工段階における監督・検査の課題 

 公共事業の施工段階おける監督・検査業務は，発

注者が任命した監督職員が契約どおり工事が進めら

れているかを臨場立会により工事状況の確認及び把

握等を行うことである．この業務が円滑に進まない

と工期の遅延，品質低下が起こる重要な業務である． 

 また現状として，職員数の減少，集中投資による

担当現場の増加から業務に支障をきたしている問題

を以下にまとめる． 

(1)多現場での工事施工の立会いが困難 

 (2)施工状況の把握・確認が困難 

 (3)工程把握が困難 

 (4)立会関係の書類準備が困難 

 (5)設計図面の照査が困難 

３．Web3D技術を用いた施工支援システムの提案 

３－１．システムの開発要件 

前述した問題点を解決することを要件としシステ

ムの開発を行った．以下に問題点とシステムが提供

する解決法との関係を図―１に示す． 

工事施工

の立会い

施工状況の

確認・把握

工程把握

設計図面の照査

立会関係書類の

準備

問題点 解決法

Web3D技術による現場状況の提供

インターネットによる工事情報の提供

図面情報や現場で取得される電子データの高度利用

監督職員の業務

施工業者の業務
図－１ 監督・検査の問題点と解決法の関係 

３－２．基盤システムの概要 

既往研究で開発した工事情報共有システムを基盤

特徴としては，多現場のスムーズな横断的管理が

とし，機能名と利用対象者について表―1 にまとめた． 

可

表―１ 機能利用者一覧 
利用対象者 

機能名称 現場 

代理人

総括 

監督員 

主任 

監督員
監督員

ファイル 管理 ○   ○  ○  

写真管理 ○     
工程管理 ○     
決裁 ○  ○  ○  ○  
 

能となるように，個人専用のトップ画面があり，

各個人に関係している現場の工事情報を一元的に管

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-381-

6-191



理することができるといった工事関係者のつながり

を促進・サポートする Web システムである． 

３－２．本システムの概要 

 (1)工程管理機能 

①施工日程，数量等の工程情報（工程表機能） 

(2

録（ファイル機能） 

） 

（写真機能） 

 以

②3 次元 CAD データ（ファイル機能） 

)段階・出来形確認機能 

③出来形計測データの登

④工種別の 3 次元 CAD データ（ファイル機能

⑤監督業務の決裁（決裁機能） 

⑥段階・出来形確認等の工事写真

上の機能を Web3D 技術による 3 次元データの可

視化と基盤システムとの連動から図―２の施工管理

画面，段階・出来形確認画面上で行っていく． 

４．実証実験 

本実験では，a)3 次元設計情報の可視化の効果，b)

業務効率の改善の効果を検証することにより本シス

テムの有効性の把握と課題の抽出を目的とした．３

種４級の約 50m の道路工事の 10 工種 20 項目の出来

形検査を対象とし，24 日間の工期の中で行った． 

５．結果および考察 

本稿では，実証実験の結果の一部しか紹介できな

いが施工管理機能の結果として図－３のように工事

前から工事終了までの現場が進む様子がわかる． 

また，段階・出来形確認機能では道路土工・路体

盛土の例を示す．図―４は①現場写真，②盛土工事

日の施工管理画面，③・④段階出来形確認画面であ

り，路体盛土の工事終了後，We3D 上で表示された設

計形状と測量点から両者の差を読み取り盛土幅と盛

土高の出来形確認を行った． 

実証実験の結果から以下に考察をまとめる． 

a) 3 次元設計情報の可視化の効果 

設計図面の照査において人の処理能力を超えた設

計ミスの発見，検査職員の図面把握，施工業者の工

程把握において人の認識能力の補助に効果が見られ

た．また，設計情報は 2 次元情報から 3 次元情報に

移行していく際に，感覚的に捉えやすく，理解しや

すいことがわかった． 

b) 業務効率の改善 

情報を共有することで施工業者は立会い申請や施

工計画書等の書類作成の手間が軽減し，監督職員も

工事施工の立会いに必要な施工状況の資料をいつで

もどこでも閲覧できるため，効率よく現場の状況を

把握・確認することができた．現行と比較すると3分
の1の時間での段階・出来形確認が可能であった． 

結論として，本システムの有用性が示せたが，今

後の課題として建設分野でのWeb3D技術の活用を実

現するためには土木工事に関する業務に適した土木

仕様 Web3D 言語の開発求められる． 

 

段階・出来形確認画面 
施工管理確認画面 

図―２ システム画面 

工

7 日目 20 日目 工事終了 

図―３ 施工管理機能の表示結果 

図―４ 路体出来形確認表示結果 

事前 1 日目 3 日目 
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